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第71回定例会�
（柏崎原子力広報センター）�

▲第72回定例会（柏崎原子力広報センター）�

情
報
誌
�

柏 崎 刈 羽 原 子 力 発 電 所 の �

透 明 性 を 確 保 す る �

地域の会�地域の会�
第 3 6号�
平成21年8月5日発行�

　柏崎刈羽地域では、現に存在する原子力発電所と対峙して生活せざるを得ません。

それが事故無く稼動することは、個々の考え・主張の如何によらず、住民の最低かつ

共通の思いです。�

　「地域の会」では、発電所そのものの賛否はひとまず置いて、安全運転に係る事業者

や行政当局の必要にして充分な情報提供に基づき、発電所の安全について状況を

確認し、地域住民の素朴な視線による監視活動を行うとともに、必要な提言を行う

ことを目的に、平成15年5月に発足、設置趣旨に沿った様々な活動を行っています。�

①会員は、柏崎市、刈羽村に在住し、会が認める各種団体および地域の
推薦を受けた24名の委員で構成。任期は2年。�

②会の任務：（1）原子力発電所の運転状況及び影響等の確認・監視�
　　　　　（2）事業者等への提言�
　　　　　（3）会での議論、活動等の住民への情報提供�
　　　　　（4）委員の研修�
　　　　　（5）その他会の目的を達成するために必要と認められる事項�

③県、市、村、国、事業者はオブザーバー、又は説明者として出席�

④会議の種類：定例会（毎月1回）�
　　　　　　臨時会（必要に応じ開催）�
　　　　　　※会は、原則すべて公開。�

地域の会 概要�

1

柏崎刈羽原子力発電所の透明性を確保する地域の会（「地域の会」）�
�



2

地
域
の
会
第
4
期
ス
タ
ー
ト
�火
災
に
関
す
る
状
況
説
明
、対
応
及
び
起
動
試
験
に
関
す
る
説
明
、�

対
応
に
つ
い
て
質
疑
応
答
�

71地
域
の
会
の
委
員
は
4
月
末
で
任
期
満

了
と
な
り
、
今
回
4
期
目
（
任
期
2
年
）

24
名
（
う
ち
5
名
が
新
委
員
）
の
委
員

が
選
任
さ
れ
た
。
�

○
委
嘱
状
授
与
�

（財）
柏
崎
原
子
力
広
報
セ
ン
タ
ー
理
事
長

の
会
田
洋
柏
崎
市
長
よ
り
手
渡
さ
れ
た
。
�

「
冒
頭
挨
拶
」
�

（
会
田
柏
崎
市
長
）
新
た
に
委
員
に
選

任
及
び
再
任
さ
れ
た
皆
様
も
、
引
き

続
き
原
子
力
発
電
所
を
巡
る
安
全
性

の
確
保
に
向
け
て
議
論
さ
れ
役
割
を

果
た
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
�

（
品
田
刈
羽
村
長
）
地
域
の
会
が
進
歩
、

進
化
し
て
い
る
こ
と
の
意
義
を
重
く

受
け
と
め
て
い
る
。
判
断
が
下
さ
れ

る
プ
ロ
セ
ス
が
信
頼
で
き
る
か
ど
う

か
が
大
事
な
こ
と
。
�

○
新
野
会
長
、
渡
辺
副
会
長
を
再
任
�

�東
京
電
力
・
市
消
防
本
部
・
保
安
院
か

ら
「
火
災
に
関
す
る
状
況
説
明
、
対
応
」
、

新
潟
県
・
東
京
電
力
・
保
安
院
か
ら
「
起

動
試
験
に
関
す
る
説
明
、
対
応
」
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
各
委
員
か
ら
質
問
及

び
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
た
。
�

��Q
　
原
子
力
発
電
所
の
火
災
件
数
が
東
日

本
に
多
い
。
原
子
炉
の
型
式
に
相
違
が
あ
る

こ
と
に
関
係
が
あ
る
の
か
。
地
震
の
復
旧
工

事
が
多
い
こ
と
が
一
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
�

保
安
院
　
一
機
あ
た
り
で
は
、泊
発
電
所（
P
W
R
）

で
も
、
柏
崎
刈
羽
発
電
所
（
B
W
R
）で
も
、

火
災
発
生
件
数
が
多
く
、
火
災
件
数
の
多

寡
は
原
子
炉
の
型
式
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

現
場
で
の
作
業
管
理
が
重
要
で
あ
る
。
火
災

の
少
な
い
発
電
所
を
参
考
に
し
て
、
対
策
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。
復
旧
工
事
が
多
い
と

い
う
こ
と
が
火
災
発
生
の
頻
度
に
つ
な
が
る

こ
と
は
あ
る
。
�

東
京
電
力
　
原
因
の
ほ
と
ん
ど
が
工
事
管

理
の
問
題
で
あ
る
。
他
の
電
力
会
社
の
対
策
を

謙
虚
に
学
ん
で
い
き
た
い
。
�

Q
　
危
険
物
取
扱
主
任
者
が
責
任
者
と
し

て
火
災
現
場
に
配
置
さ
れ
て
い
た
の
か
。
�

東
京
電
力
　
危
険
物
使
用
施
設
に
は
法
律

に
基
づ
く
責
任
者
を
置
い
て
い
る
が
、
今
回

の
火
災
現
場
は
、
少
量
の
危
険
物
取
扱
作

業
の
場
で
あ
り
、
法
律
的
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
な
い
の
で
居
な
か
っ
た
。
�

Q
　
火
災
に
レ
ベ
ル
づ
け
は
あ
る
の
か
。
�

柏
崎
市
消
防
　
火
事
の
程
度
に
よ
り
、
全
焼
、

半
焼
、
部
分
焼
、
ぼ
や
火
災
に
分
類
し
て
い

る
。
発
電
所
構
内
で
発
生
し
た
火
災
は
全
て

部
分
焼
ま
た
は
ぼ
や
火
災
で
収
ま
っ
て
い
る
。
�

Q
　
ヒ
ー
タ
ー
の
ベ
ル
ト
火
災
の
原
因
は
、ベ

ル
ト
が
切
れ
る
前
の
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
摩
擦

熱
で
は
な
い
か
。
�

東
京
電
力
　
フ
ァ
ン
ベ
ル
ト
が
劣
化
・
剥
離

し
、
加
熱
さ
れ
た
ヒ
ー
タ
ー
の
上
に
乗
っ
た
こ

と
で
着
火
し
や
す
い
状
況
に
な
っ
た
。メ
ー
カ

ー
か
ら
は
、こ
の
タ
イ
プ
の
空
調
機
で
フ
ァ
ン

ベ
ル
ト
の
摩
擦
熱
で
発
火
し
た
事
例
は
な
い

と
聞
い
て
い
る
。
�

Q
　
フ
ァ
ン
ベ
ル
ト
が
回
ら
な
け
れ
ば
ヒ
ー

タ
ー
が
切
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
変
え
た
ほ
う
が

安
全
で
は
な
い
か
。
�

東
京
電
力
　
そ
の
よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
っ

た
。
今
後
は
直
接
加
熱
す
る
ヒ
ー
タ
ー
を

使
わ
な
い
空
調
機
に
変
え
て
い
き
た
い
。
�

Q
　
消
防
車
の
出
動
台
数
に
は
、
規
定
が

あ
る
の
か
。
�

柏
崎
市
消
防
　
消
防
警
防
規
程
に
よ
り
、

出
動
体
制
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
発
電
所
構

内
で
発
生
し
た
建
築
物
火
災
は
中
層
建
築

物
火
災
と
い
う
分
類
で
、
通
常
１０
台
、
３０
人

前
後
の
体
制
で
出
動
。
�

Q
　
起
動
試
験
で
ポ
ン
プ
を
駆
動
す
る
際
、

蒸
気
を
止
め
る
弁
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
。
非

常
時
に
炉
心
に
冷
却
水
を
注
入
す
る
重
要
な

も
の
だ
が
、ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
は
何
な
の
か
。
�

東
京
電
力
　
地
震
後
の
点
検
と
し
て
弁
の

調
整
を
行
っ
た
が
、
調
整
の
仕
方
が
悪
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
�

Q
　
こ
の
設
備
は
起
動
試
験
前
に
も
点
検

を
行
い
、
記
録
は
残
し
て
い
る
の
か
。
機
能
的

に
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
�

東
京
電
力
　
点
検
は
起
動
試
験
前
に
も
行

っ
て
お
り
、
動
作
を
確
認
し
て
い
る
。
点
検
記

録
は
残
っ
て
い
る
。
�

保
安
院
　
今
回
の
ト
ラ
ブ
ル
は
ポ
ン
プ
の
緊

急
停
止
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
だ
が
、
ポ
ン
プ

は
正
常
に
動
い
て
お
り
、
原
子
炉
を
冷
却
す

る
機
能
自
体
は
保
た
れ
て
い
た
。
�

Q
　
格
納
容
器
に
入
っ
て
確
認
す
る
と
い
う

こ
と
だ
が
簡
単
に
出
入
り
で
き
る
の
か
。
�

東
京
電
力
　
運
転
中
は
入
れ
な
い
が
、
今
回
、

７
号
機
の
格
納
容
器
の
点
検
で
は
制
御
棒

を
全
挿
入
し
、
核
分
裂
を
す
べ
て
止
め
た
上

で
実
施
し
た
。
�

��・
９
件
も
火
災
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

普
通
の
企
業
に
比
べ
て
火
災
に
つ
い
て
の

考
え
方
が
甘
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
細

か
な
と
こ
ろ
ま
で
気
を
使
っ
た
保
安
体
制

を
整
え
て
も
ら
い
た
い
。
�

・
配
線
に
カ
バ
ー
が
付
い
た
り
、
建
物
の
中
が

き
れ
い
に
な
っ
た
の
は
い
い
こ
と
だ
が
危
機

管
理
が
も
っ
と
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
�

・
溶
接
な
ど
作
業
中
の
火
災
は
、
作
業
者
の

意
識
の
問
題
で
は
な
い
か
。
作
業
す
る
人
た

ち
が
充
分
に
注
意
し
て
作
業
す
る
べ
き
で

あ
る
。
�

・
発
電
を
再
開
し
た
か
ら
と
い
っ
て
市
民
の

不
安
が
消
え
た
わ
け
で
は
な
い
。
震
源
断

層
は
音
波
探
査
に
よ
っ
て
も
特
定
で
き
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
発
電
所
近
傍
で

断
層
の
存
在
が
疑
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
、
確

認
し
て
ほ
し
い
。
�

・
発
電
再
開
の
是
非
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
大

き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
地
域
の
信
頼
を
得
る

た
め
に
も
今
回
の
起
動
試
験
は
き
ち
ん
と

や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
住
民
の
安
心
の
た
め
に

試
験
結
果
を
公
表
し
て
欲
し
い
。
�

開 催 日 �

場　　所�

出 席 者�

オブザーバー�

�

�

�

内　　容�

第71回定例会の概要�
平成21年5月13日（水）�

柏崎原子力広報センター(研修室)  �

22名（欠席2名）�

新潟県、柏崎市(消防本部含む)、�

刈羽村、原子力安全・保安院、�

保安検査官事務所、地域担当官事務所、

東京電力（株）  �

●地域の会委員の委嘱・役員選出�

●前回定例会以降の動き�

●火災に関する状況説明、対応�

●起動試験に関する説明、対応�

●質疑応答　他�

【
質
疑
応
答
】
�

【
各
委
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
】
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
現
況
視
察
�

起
動
試
験
が
始
ま
っ
た
7
号
機
の
運
転

状
況
、
技
能
訓
練
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
視
察
�

日
　
　
時
　
平
成
21
年
6
月
12
日
・
13
日
�

視
察
内
容
�

・
技
能
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
保
修
訓
練
室
・
訓
練

用
機
器
、
保
修
訓
練
棟
・
訓
練
用
原
子
炉
）
。
�

・
7
号
機
の
原
子
炉
建
屋
、
タ
ー
ビ
ン
建
屋
及

び
中
央
操
作
室
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
視
察
。
　
�

・
視
察
後
、
改
良
型
B
W
R
の
構
造
や
イ
ン
タ

ー
ナ
ル
ポ
ン
プ
の
位
置
、
圧
力
容
器
に
入
れ

る
水
の
量
、
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
の
工
事
、
起
動

試
験
で
発
電
さ
れ
た
電
気
、
排
気
筒
で
調

査
し
て
い
る
ヨ
ウ
素
の
種
類
、
営
業
運
転
の

判
断
、
6
号
機
の
縦
揺
れ
の
ロ
ッ
キ
ン
グ
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�

ト
ピ
ッ
ク
ス
�



東
京
電
力
か
ら
「
７
号
機
起
動
試
験
の

状
況
及
び
６
号
機
の
点
検
状
況
説
明
」

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
各
委
員
か
ら

質
問
及
び
意
見
・
要
望
が
出
さ
れ
た
。
�

��Q
　
原
子
力
安
全
委
員
会
も
柏
崎
刈
羽

原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
、
現
地
調
査
を
行

っ
て
い
た
の
か
。
�

保
安
院
　
地
震
直
後
や
設
備
の
点
検
時
、そ

し
て
、
起
動
し
て
か
ら
は
２
回
、ほ
か
に
説
明
会

な
ど
で
頻
繁
に
柏
崎
刈
羽
を
訪
れ
て
い
る
。�

Q
　
保
安
院
の
起
動
試
験
に
対
す
る
２４
時
間

体
制
の
安
全
確
認
は
現
在
も
続
け
て
い
る
の
か
。
�

保
安
院
　
続
け
て
い
る
。
�

Q
　
様
々
な
不
具
合
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
発
電
所
が
１
年
１０
ヶ
月
止
ま
っ
て
い
た
こ

と
に
よ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
通
常
の
運
転
で

も
起
き
る
こ
と
な
の
か
。
�

東
京
電
力
　
通
常
の
運
転
で
も
起
こ
り
う

る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
と
も
注
意
す
る
。
�

Q
　
科
学
の
粋
を
集
め
た
発
電
所
の
は
ず
が
、

人
の
手
で
弁
を
回
し
て
壊
れ
た
こ
と
に
驚
い

た
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
�

東
京
電
力
　
発
電
所
設
備
に
は
安
全
上
重

要
な
も
の
か
ら
、
一
般
の
設
備
ま
で
重
要
度

に
合
わ
せ
た
管
理
を
し
て
い
る
。
お
尋
ね
の
件

は
、
重
要
度
の
低
い
と
こ
ろ
で
起
き
た
事
象
。
�

Q
　
発
電
所
が
長
期
停
止
し
て
い
る
間
、
運

転
員
の
訓
練
は
ど
こ
で
行
っ
て
い
た
か
。
�

東
京
電
力
　
発
電
所
の
近
傍
に
あ
る
Ｂ
Ｗ
Ｒ

運
転
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
ト
ラ
ブ
ル
対
応
や
操

作
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
の
起
動
試
験

に
際
し
て
は
、７
号
機
の
運
転
員
全
員
が
事

前
に
４
回
の
起
動
操
作
訓
練
を
実
施
し
て
い

る
。な
お
、
新
入
社
員
に
つ
い
て
は
、
発
電
所
が

運
転
し
て
い
る
状
態
を
知
ら
な
い
の
で
、
福
島

第
２
原
子
力
発
電
所
で
パ
ト
ロ
ー
ル
の
基
礎

を
学
習
さ
せ
た
。ま
た
、
事
務
本
館
に
も
簡
単

な
訓
練
が
で
き
る
設
備
が
あ
る
。こ
こ
で
は
年

間
数
十
日
、
運
転
操
作
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
�

Q
　
７
号
機
原
子
炉
給
水
ポ
ン
プ
の
電
気

回
路
で
の
漏
電
警
報
発
生
と
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
だ
っ
た
の
か
。
�

東
京
電
力
　
数
秒
間
警
報
が
出
て
復
帰
し

た
と
い
う
一
時
的
な
事
象
。
揺
ら
し
て
み
る
な

ど
し
て
、
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
警
報
が
出
た
箇

所
が
あ
り
、
絶
縁
テ
ー
プ
を
巻
い
て
対
処
し
た
。

そ
の
後
は
異
常
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
�

Q
　
改
良
型
の
Ｂ
Ｗ
Ｒ（
Ａ
Ｂ
Ｗ
Ｒ
）は
、
開
発

時
に
安
全
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
た
の

か
。ま
た
、Ｐ
Ｗ
Ｒ
と
の
比
較
で
は
ど
う
な
の
か
。
�

保
安
院
　
Ｐ
Ｗ
Ｒ
と
Ｂ
Ｗ
Ｒ
は
、ど
ち
ら
も
ア
メ

リ
カ
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
後
、

で
き
る
だ
け
国
産
化
し
、
安
定
し
た
品
質
の

良
い
も
の
に
し
て
い
こ
う
と
改
良
が
進
め
ら
れ

た
も
の
。
安
全
審
査
で
は
ど
ち
ら
も
十
分
な

安
全
性
を
持
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
て
い
る
。
�

東
京
電
力
　
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
で

は
２
〜
５
号
機
が
、
作
業
効
率
の
向
上
や
被

ば
く
の
低
減
等
の
観
点
か
ら
、１
号
機
よ
り

も
改
良
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
か
ら

更
に
改
良
さ
れ
た
も
の
が
Ａ
Ｂ
Ｗ
Ｒ
で
、６
・
７

号
機
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
�

Q
　
ヨ
ウ
素
が
漏
れ
た
問
題
に
つ
い
て
危
険

性
を
過
小
評
価
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
�

保
安
院
　
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ

Ｒ
Ｐ
）
と
い
う
組
織
で
は
、
専
門
家
が
最
新
の

知
見
に
基
づ
き
、
中
立
的
な
立
場
か
ら
放
射

線
防
護
に
つ
い
て
の
基
準
を
示
し
て
い
る
。
そ

れ
か
ら
判
断
す
る
と
、
今
回
は
健
康
へ
の
影

響
は
全
く
問
題
の
な
い
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
�

Q
　
微
量
な
ら
ば
、
人
体
に
影
響
は
な
い
の
か
。
�

保
安
院
　
放
射
線
量
が
少
な
い
う
ち
は
人
体

の
修
復
機
能
が
勝
っ
て
い
る
の
で
影
響
が
出
な

い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。Ｉ
Ｃ
Ｒ

Ｐ
の
基
準
は
身
体
の
中
で
の
代
謝
の
動
き
、
放

射
線
の
種
類
、そ
し
て
、
そ
の
影
響
を
す
べ
て

踏
ま
え
設
定
さ
れ
た
も
の
。
�

Q
　
ヨ
ウ
素
が
漏
れ
た
原
因
は
何
か
。
�

東
京
電
力
　
ヨ
ウ
素
は
ウ
ラ
ン
が
核
分
裂
し

て
で
き
る
放
射
性
物
質
で
、
燃
料
棒
の
製
造

過
程
で
微
量
の
ウ
ラ
ン
が
表
面
に
付
着
し
て

い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
柏
崎
刈
羽
、
福
島
で

も
原
子
炉
の
水
の
中
に
は
常
に
同
じ
レ
ベ
ル

で
存
在
す
る
。
�

Q
　
ヨ
ウ
素
は
微
小
な
ピ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
漏

れ
た
も
の
で
は
な
い
か
。
�

東
京
電
力
　
原
子
炉
内
の
冷
却
水
の
ヨ
ウ
素

濃
度
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
微
小
な
ピ
ン
ホ

ー
ル
か
ら
漏
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
�

Q
　
建
屋
の
測
量
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

計
測
結
果
を
出
し
て
も
ら
い
た
い
。
�

東
京
電
力
　
建
屋
の
変
動
に
関
し
て
年
に
１

回
測
量
を
実
施
し
て
い
る
が
、
潮
位
や
地
下

水
位
な
ど
で
若
干
差
が
あ
り
、
継
続
的
に
全

部
の
デ
ー
タ
を
総
合
的
に
判
断
し
評
価
を
し

て
い
く
予
定
。
�

Q
　
５
月
２２
日
、
送
電
線
か
ら
放
電
現
象

が
あ
っ
た
。
東
京
電
力
の
対
応
に
つ
い
て
、
地

元
へ
の
対
処
や
説
明
が
ち
ぐ
は
ぐ
で
、
不
信

感
を
持
っ
た
。
�

東
京
電
力
　
電
気
が
電
線
か
ら
鉄
塔
に
流
れ

な
い
よ
う
絶
縁
す
る
が
い
し
に
塩
や
ほ
こ
り
が

つ
き
放
電
し
た
も
の
。
当
日
、
地
元
の
方
か
ら

連
絡
が
あ
り
現
場
を
確
認
し
た
う
え
で
、
送

電
線
を
管
理
す
る
部
署
に
連
絡
し
、
送
電
を

止
め
て
洗
浄
す
る
こ
と
を
、
連
絡
を
い
た
だ
い

た
方
に
は
説
明
を
し
た
。
安
全
上
は
問
題
な
い

も
の
で
あ
っ
た
が
、
付
近
の
住
民
の
方
々
を
不

安
に
さ
せ
た
か
も
し
れ
な
い
。
十
分
説
明
す
べ

き
で
、
今
後
は
、き
ち
ん
と
対
処
し
て
い
き
た
い
。
�

Q
　
７
号
機
の
耐
震
補
強
工
事
の
予
算
は
。
�

東
京
電
力
　
各
プ
ラ
ン
ト
で
１
５
０
億
く
ら
い
。

全
体
で
１
０
０
０
億
の
予
算
。
�

Q
　
ロ
ッ
キ
ン
グ
現
象
と
は
何
か
。
�

東
京
電
力
　
水
平
方
向
の
地
震
動
に
よ
り
、

上
に
乗
っ
て
い
る
も
の
は
若
干
上
下
に
も
動
く

こ
と
に
な
り
、こ
れ
を
ロ
ッ
キ
ン
グ
と
言
っ
て
い
る
。
�

Q
　
６
号
機
と
７
号
機
は
同
型
だ
が
、６
号

機
に
だ
け
ロ
ッ
キ
ン
グ
現
象
が
見
ら
れ
た
の

は
な
ぜ
か
。
�

東
京
電
力
　
６
・
７
号
機
原
子
炉
建
屋
で
は
、

水
平
地
震
動
の
０.３
秒
付
近
の
周
期
帯
で
ロ
ッ

キ
ン
グ
現
象
を
起
こ
し
や
す
い
が
、６
号
機
と

７
号
機
と
で
は
、
東
西
方
向
の
地
震
動
で
違
い

が
あ
っ
た
た
め
。
次
回
詳
し
い
説
明
を
し
た
い
。
�

Q
　
複
合
災
害
時
の
防
災
計
画
概
要
を
示

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
防
災
訓
練
の
実
施
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
�

新
潟
県
　
防
災
計
画
に
つ
い
て
国
と
の
最
終

的
な
協
議
に
入
っ
て
い
る
の
で
後
日
説
明
し

た
い
。
防
災
訓
練
に
つ
い
て
も
決
ま
り
次
第

お
伝
え
す
る
。
�

��・
地
震
直
後
や
起
動
試
験
時
に
漏
れ
た
と
さ

れ
る
ヨ
ウ
素
の
量
の
算
定
方
法
、
外
部
被
ば

く
と
内
部
被
ば
く
の
影
響
の
比
較
に
つ
い
て
、

詳
し
い
資
料
の
提
示
を
お
願
い
し
た
い
。
�

・
以
前
放
射
線
の
こ
と
に
つ
い
て
勉
強
し
た
が

今
後
も
検
討
課
題
に
し
て
い
き
た
い
。
�

・
専
門
的
な
内
容
は
す
べ
て
の
人
に
理
解
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
表
現
は
で
き
る
だ
け

わ
か
り
や
す
い
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

た
だ
し
、
真
剣
に
発
言
し
回
答
し
て
い
る
こ

と
を
見
せ
て
い
く
こ
と
も
大
切
。
�

・
７
号
機
が
起
動
試
験
を
開
始
し
て
か
ら
、

大
き
な
問
題
も
起
き
て
い
な
い
。
た
だ
、
細

か
な
点
で
作
業
者
が
間
違
わ
な
い
よ
う
に
、

作
業
指
導
書
や
要
領
書
を
完
備
し
て
お
い

て
も
ら
い
た
い
。
�

3

東
京
電
力
か
ら
７
号
機
起
動
試
験
の
状
況
及
び
６
号
機
の
点
検
状
況
の
説
明
を
受
け
質
疑
応
答
�

開 催 日 �

場　　所�

出 席 者�

オブザーバー�

�

�

�

内　　容�

第72回定例会の概要�
平成21年6月3日（水）�

柏崎原子力広報センター（研修室）�

22名（欠席2名）�

新潟県、柏崎市、刈羽村�

原子力安全・保安院、�

保安検査官事務所、地域担当官事務所、�

東京電力（株） �

●前回定例会以降の動き�

●7号機起動試験の状況及び6号機の点

検状況の説明�

●質疑応答　他�

72【
質
疑
応
答
】
�

【
各
委
員
か
ら
の
意
見
・
要
望
】
�

・
・
・
�
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一
昨
年
の
中
越
沖
地
震
に
加
え
、

昨
秋
か
ら
の
世
界
同
時
不
況
で

柏
崎
・
刈
羽
地
域
の
経
済
も
大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
�

　
最
近
の
リ
サ
ー
チ
会
社
等
の
情

報
を
み
る
と
、
知
っ
て
い
る
会
社

が
多
く
、
工
場
や
企
業
は
永
遠
に

続
か
な
い
の
か
な
と
感
じ
て
し
ま

い
ま
す
。
�

　
し
か
し
、
公
営
復
興
住
宅
の
完

成
も
間
近
、
仮
設
住
宅
か
ら
新
居

へ
。
原
子
力
発
電
所
は
、
７
号
機

の
営
業
運
転
へ
の
移
行
・
６
号
機

の
起
動
試
験
承
認
へ
と
進
ん
で
い

ま
す
。
又
、
来
年
に
は
新
潟
工
科

大
学
に
原
子
力
耐
震
・
構
造
研

究
拠
点
を
設
置
す
る
話
も
進
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。
�

　
暑
く
な
っ
て
来
ま
す
が
、
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。
�

（
運
営
委
員
　
三
宮
）
�

　地球温暖化を食い止められるか否かは、人類が生存
でき得るか死滅かという問題です。�
　いま瀬戸際の危機にあって、自然現象から持続的に
得られる新エネルギー（太陽光・熱、風力、水力、地熱、潮
力等）への転換に、先進国が真剣にとりくんでいます。電
力に占める新エネルギーの導入目標ですが、ドイツは来

年12.5％、英国は来年10％、米国でさえ2012年に10％導入（オバマ大統領
のグリーン・ニューディール政策）を掲げています。一方、日本は2014年に1.63
％と1ケタ少なくて、これには驚きます。�
　日本の温暖化対策は原発中心で、2030年に電力供給の49％を原子力発
電で賄う計画で、このために自然エネルギー開発が異常に立ち遅れていると
のことです。�
　原子力はクリーンなエネルギーなのでしょうか。原発から出る核廃棄物の安全
な処理方法がないこと、事故による急性死・潜在的ガン死などの人的被害や水・
食物・土地の環境汚染の深刻さを考えると、私にはどうしてもクリーンとは思えま
せん。また、日本列島が大地震の活動期に入って地震が相次いでいること。設計
寿命30年の原子炉を60年に延ばして使おうとしていること。危険なプルトニウム
を含むMOX燃料のプルサーマル発電を、来年までに3基、6年後には全国16～18
基で始めようとしていること。これらを考えると私の不安は大きくなるばかりです。�
　再処理・高速炉建設を米国は4月に断念しました。日本政府もこの路線に転換
して、原発依存を縮小して、自然エネルギーの比重を高めてほしいと願っています。�
　朝日新聞に「核兵器生まぬトリウム炉検討を」という京大の先生の寄稿が載り
ました。長期的には太陽光などの非発熱型エネルギーが主軸になるべきだが、そ
れまでの過渡期には原子力が必要で、豊富でより安全なトリウム原発の研究開
発をという主張でした。他の専門家のご意見もお聞きしたいです。�

柏崎市�

自然エネルギーの活用を�
榎並 杏子さん�

編
集
後
記
�

「視点」では皆様のご意見をお待ちしています。�
宛先は下欄住所まで、またメールでも受付けております。�

　ホームページでは活動状況をタイムリーにお知らせすると共に、会議録、会議資料の全文を公開しており、

資料をダウンロードすることもできます。�

　また、ホームページおよび地域の会に対するご意見・お問合わせについて、ホームページ上からも受け付けています。�

地域の会ではホームページで活動の全てを公開しています。�

h t tp : / /www. t i i k i noka i . j p
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発行�

みんなの広場�みんなの広場�みんなの広場�
地域の会に寄せられた�声�

（4月8日～6月3日）�（4月8日～6月3日）�

　何を思ったのか今から5年程前に、自宅に8kwの太
陽光発電と、720wの横にクルクル回るジャイロ式風
力発電機「そよかぜ君」を設置しました。その時、朝8
時から夜10時までは28円/kwで、夜10時から朝8時
までは6円で電気の売買契約をしました。晴れた日などはかなりの量を28
円で売電しております。�
　5年前と違い現在はエコエネルギーとして太陽光や風力などの自然エネ
ルギーに国としても真剣に取り組みはじめています。設置時の補助金が国、
県、市合算で50％を超える例もでてきました。さらに、電気の売買価格がド
イツ並みの50円になるとの話しもあり、もしそうなれば何と5～10年で元
がとれ、それ以降は延々と発電した分だけ儲けになります。ローンを組んで
も十分有利な話しではありませんか。今、こんな時代がこようとしています。�
　世の中、一般論として「自分でできることは自分でする」というのが、自
立した大人の健全な生き方だと思われます。でもまさか「自家発電」なんて
今までは考えられませんでした。しかし、今は違います。�
　柏崎の将来を考えて「原発に過度に依存しない地域社会の将来を考え
よう」と思っても具体的なイメージがわかない方がいらっしゃいましたら、ぜ
ひ想像してみて下さい。「発電所所長」になり、電力会社に売電する「企業家」
になった『あなた』を。�

自分でできることは自分でやろう！�
－電気も同じ－�

柏崎市�新澤 秀樹さん�

再生紙を�
使用しています�

4
月
8
日
���

9
日
����

10
日
��

11
日
��

12
日
��

13
日
����

14
日
�

15
日
��

16
日
�

17
日
������

22
日
�����

23
日
�������

24
日
���

27
日
������

30
日
����

5
月
1
日
����

7
日
��

8
日
��������

�
�

9
日
���

11
日
��

�

12
日
���

13
日
����

14
日
��

15
日
�������

17
日
���

19
日
���������

20
日
�����

21
日
���

22
日
����

23
日
������

24
日
��

25
日
�

27
日
�

28
日
����

29
日
���

6
月
1
日
��

2
日
������

3
日
�

保
安
院
　
東
京
電
力
か
ら
、新
し
い
検
査
制
度
に
基
づ
く
特
別
な
保
全
計
画
を
受
理
�

原
子
力
発
電
設
備
の
保
全
活
動
の
充
実
に
係
る
検
査
制
度
の
導
入
に
と
も
な
う
1

〜
7
号
機
の
保
全
計
画
の
届
出
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会（
設
備
健
全
性
・
耐
震
安
全
性
に
関
す
る
小
委
員
会
）開
催
�

7
号
機
に
お
け
る
タ
ー
ビ
ン
建
屋
の
耐
震
評
価
デ
ー
タ
の
一
部
誤
り
に
係
る
最
終
報

告
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
　
三
者
会
談（
知
事
、柏
崎
市
長
、刈
羽
村
長
）�

新
潟
県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
月
例
状
況
確
認
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
大
湊
側
予
備
品
倉
庫
に
お
け
る
発
煙
に
つ
い
て（
第
一

報
）公
表
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
大
湊
側
予
備
品
倉
庫
に
お
け
る
発
煙
に
つ
い
て（
第
二

報
）公
表
�

新
潟
県
　
東
京
電
力
に
対
し
、柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
火
災
へ
の
対
応

を
申
し
入
れ
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
大
湊
側
予
備
品
倉
庫
に
お
け
る
火
災
に
関
す
る
指
示

文
書
の
受
領
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
耐
震
・
構
造
設
計
小
委
員
会（
構
造
Ｗ
Ｇ
）開
催
�

3
号
機
原
子
炉
建
屋（
非
管
理
区
域
）に
お
け
る
油
の
に
じ
み
に
つ
い
て
公
表
�

「
火
災
発
生
防
止
の
総
点
検
計
画
書
」の
柏
崎
市
消
防
本
部
へ
の
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
東
京
電
力
か
ら
、4
月
１１
日
に
発
生
し
た
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
予

備
品
倉
庫
の
空
調
機
火
災
発
生
の
原
因
並
び
に
再
発
防
止
対
策
に
係
る
報
告
書
を

受
領（
4
月
２２
日
に
当
該
報
告
書
に
係
る
追
加
対
策
を
受
領
）�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
大
湊
側
予
備
品
倉
庫
に
お
け
る
火
災
に
係
る
原
因
お
よ

び
再
発
防
止
対
策
等
に
関
す
る
報
告
書
の
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
な

ら
び
に
柏
崎
市
消
防
本
部
へ
の
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
　
柏
崎
市
消
防
本
部
に
よ
る
東
京
電
力
へ
の
指
導
結
果
及
び
そ
れ
を
踏
ま

え
た
柏
崎
市
長
の
意
見
を
受
理
�

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
大
湊
側
予
備
品
倉
庫
に
お
け
る
火
災
に
係
る
原
因
お
よ

び
再
発
防
止
対
策
に
関
す
る
報
告
書（
追
補
）の
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安

院
、新
潟
県
な
ら
び
に
柏
崎
市
消
防
本
部
へ
の
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
 
刈
羽
村
長
か
ら
、東
京
電
力
の
火
災
再
発
防
止
策
等
を
踏
ま
え
た
意
見
を

受
理
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会（
設
備
健
全
性
・
耐
震
安
全
性
に
関
す
る
小
委
員
会
）開
催
�

新
潟
県
　
東
京
電
力
の
火
災
再
発
防
止
対
策
等
に
関
す
る
知
事
コ
メ
ン
ト
発
表
�

保
安
院
　
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
で
火
災
が
頻
発
す
る
こ
と
で
、抜
本
的
な
火

災
防
止
対
策
に
つ
い
て
外
部
専
門
家
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
開
催
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

7
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋
の
地
震
応
答
解
析
に
お
け
る
耐
震
壁
及
び
補
助
壁
の
取
扱

い
の
不
適
合
に
伴
う
再
評
価
結
果
等
の
耐
震
安
全
性
評
価
報
告
書
へ
の
反
映
に
つ
い

て
公
表
�

保
安
院
 

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
で
発
生
し
た
一
連
の
火
災
を
受
け
、火
災
防

止
対
策
の
状
況
確
認
の
た
め
、総
務
省
消
防
庁
及
び
柏
崎
市
消
防
本
部
と
合
同
で

当
該
発
電
所
の
現
地
調
査
を
実
施
�

保
安
院
　
耐
震
・
構
造
設
計
小
委
員
会（
構
造
Ｗ
Ｇ
）開
催
�

新
潟
県
　
新
潟
県
地
域
防
災
計
画（
原
子
力
災
害
対
策
編
）の
複
合
災
害
に
対
応

す
る
修
正
案
を
取
り
纏
め
�

新
潟
県
　
知
事
が
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
視
察
�

新
潟
県
　
原
子
力
安
全
・
保
安
院
長
及
び
原
子
力
安
全
委
員
会
委
員
長
に
、原
子

力
発
電
に
対
す
る
県
民
の
安
全
・
安
心
等
を
確
保
す
る
た
め
の
要
請
書
を
提
出
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
　
原
子
力
安
全
・
保
安
院
長
及
び
原
子
力
安
全
委
員
会
委
員
長
か
ら
、原

子
力
発
電
に
対
す
る
県
民
の
安
全
・
安
心
等
を
確
保
す
る
た
め
の
要
請
に
つ
い
て
の

回
答
を
受
理
�

保
安
院
　
耐
震
・
構
造
設
計
小
委
員
会（
合
同
Ｗ
Ｇ
）開
催
�

新
潟
県
　
知
事
は
、県
議
会
議
員
協
議
会
で
原
子
力
行
政
に
関
わ
る
所
信
並
び
に
、

7
号
機
の
運
転
再
開
問
題
の
対
応
方
針
を
表
明
�

新
潟
県
　
東
京
電
力
に
対
し
、7
号
機
の
運
転
再
開
に
つ
い
て
申
し
入
れ
�

新
潟
県
　
7
号
機
の
起
動
試
験
に
際
し
て
の
県
の
放
射
線
監
視
体
制
の
強
化
�

保
安
院
　
7
号
機
に
対
す
る
原
子
炉
起
動
時
の
保
安
検
査
及
び
立
入
検
査
等
を

開
始
�

保
安
院
　
原
子
力
事
業
者
等
に
対
し
、原
子
力
施
設
の
耐
震
安
全
性
の
評
価
に
反

映
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
新
知
見
を
毎
年
保
安
院
に
報
告
す
る
こ
と
を
求
め
た
�

7
号
機
の
運
転
再
開
の
了
解
に
つ
い
て
公
表
�

7
号
機
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
の
開
始
に
つ
い
て

公
表
�

新
潟
県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
月
例
状
況
確
認
�

7
号
機
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て（
原
子
炉
の
起
動
に
つ
い
て
）公
表
�

7
号
機
　
運
転
上
の
制
限
逸
脱
な
ら
び
に
復
帰
に
つ
い
て
公
表
�

7
号
機
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て（
原
子
炉
圧
力
上
昇（
約
３.５
M
P
a
）後
の
評
価
に
つ
い
て
）公
表
�

新
潟
県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
　
県「
設
備
・
耐
震

小
委
」委
員
同
行
�

7
号
機
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
調
査
状
況
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
原
子
力
安
全
委
員
会
に
、実
用
発
電
用
原
子
炉
に
対
す
る
保
安
検
査
結

果
等（
平
成
２０
年
度
第
4
四
半
期
）を
報
告
 
�

7
号
機
に
お
け
る
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系
の
不
適
合
な
ら
び
に
圧
力
抑
制
室
の
水

位
上
昇
に
係
る
不
適
合
に
対
す
る
調
査
結
果
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

知
見
の
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に
関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会
の

設
備
健
全
性
評
価
サ
ブ
Ｗ
Ｇ
主
査
が
、7
号
機
を
現
地
調
査
　
　
�

新
潟
県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

7
号
機
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て﹇
原
子
炉
圧
力
上
昇（
約
７.０
M
P
a
）後
の
評
価
に
つ
い
て
﹈公
表
�

7
号
機
　
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
に
お
け
る
電
動
機
駆
動
原
子
炉
給
水
ポ
ン

プ
の
給
水
流
量
調
整
弁
の
開
度
表
示
の
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

7
号
機
の
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験（
起
動
試
験
）に
お
け
る
電
動
機
駆
動
原
子

炉
給
水
ポ
ン
プ
給
水
流
量
調
節
弁
の
開
度
表
示
器
不
適
合
に
係
る
調
査
結
果
に
つ

い
て
公
表
�

新
潟
県
、柏
崎
市
、刈
羽
村
　
安
全
協
定
に
基
づ
く
状
況
確
認
�

保
安
院
　
東
京
電
力
よ
り
、6
号
機
建
屋
や
設
備
の
耐
震
性
の
評
価
結
果
を
受
領
�

保
安
院
　
耐
震
・
構
造
設
計
小
委
員
会（
構
造
Ｗ
Ｇ
）開
催
�

4
号
機
原
子
炉
建
屋（
非
管
理
区
域
）に
お
け
る
潤
滑
油
漏
れ
に
つ
い
て
公
表
�

7
号
機
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て﹇
主
発
電
機
の
仮
並
列
に
よ
る
発
電
開
始
に
つ
い
て
﹈公
表
�

6
号
機
に
お
け
る「
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
耐
震
設
計
審
査
指
針
」の
改
訂

に
伴
う
耐
震
安
全
性
評
価
結
果
報
告
書
の
経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
へ

の
提
出
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に
関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会
の

設
備
健
全
性
評
価
サ
ブ
Ｗ
Ｇ
委
員
が
、柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
現
地
調
査
す

る
と
と
も
に
、保
安
院
の
確
認
状
況
等
を
聴
取
�

7
号
機
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て﹇
発
電
開
始
に
つ
い
て
﹈公
表
�

内
閣
府
　
原
子
力
安
全
委
員
会
委
員
及
び
施
設
健
全
性
評
価
委
員
会
委
員
に
よ

る
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
現
地
調
査
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

保
安
院
　
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
お
け
る
抜
本
的
な
火
災
防
止
対
策
に
つ
い

て
外
部
専
門
家
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
開
催
�

保
安
院
　
刈
羽
村
議
会
で
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
対
す
る
確
認
状
況
の
説

明
会
を
開
催
�

保
安
院
　
柏
崎
市
議
会
で
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
に
対
す
る
確
認
状
況
の
説

明
会
を
開
催
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会（
新
潟
県
原
子
力
発
電
所
の
安
全
管
理
に
関
す
る
技
術
委

員
会
）開
催
�

7
号
機
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て﹇
発
電
機
出
力
約
２０
％
の
状
態
に
お
け
る
評
価
に
つ
い
て
﹈公
表
�

保
安
院
　
刈
羽
村
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー「
ラ
ピ
カ
」に
お
い
て
、柏
崎
刈
羽
原
子
力
発

電
所
の
設
備
の
健
全
性
、耐
震
安
全
性
の
確
認
状
況
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
開
催
�

7
号
機
主
排
気
筒
か
ら
の
ヨ
ウ
素
の
検
出
に
つ
い
て
公
表
�

2
号
機
排
気
筒
付
近（
屋
外
）に
お
け
る
け
が
人
の
発
生
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
　
技
術
委
員
会（
設
備
健
全
性
、耐
震
安
全
性
に
関
す
る
小
委
員
会
）開
催
�

5
号
機
原
子
炉
付
属
建
屋（
非
管
理
区
域
）に
お
け
る
潤
滑
油
漏
れ
に
つ
い
て
公
表
�

新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
点
検
・
復
旧
作
業
の
状
況
お
よ
び
不
適
合
に
つ
い
て
公
表
�

7
号
機
主
排
気
筒
に
お
け
る
ヨ
ウ
素
の
検
出
に
伴
う
調
査
状
況
に
つ
い
て
公
表
�

7
号
機
主
排
気
筒
に
お
け
る
ヨ
ウ
素
の
検
出
に
関
す
る
調
査
結
果
に
つ
い
て
公
表
�

7
号
機
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て﹇
発
電
機
出
力
約
５０
％
の
状
態
に
お
け
る
評
価
に
つ
い
て
﹈公
表
�

内
閣
府
　
原
子
力
安
全
委
員
会
委
員
及
び
施
設
健
全
性
評
価
委
員
会
委
員
に
よ

る
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
現
地
調
査
�

内
閣
府
　
原
子
力
安
全
委
員
会
は
、
7
号
機
起
動
試
験
等
に
関
し
て
、
施
設
健
全

性
評
価
委
員
会
を
開
催
�

7
号
機
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て﹇
発
電
機
出
力
約
７５
％
の
状
態
に
お
け
る
評
価
に
つ
い
て
﹈公
表
�

7
号
機
　
新
潟
県
中
越
沖
地
震
後
の
プ
ラ
ン
ト
全
体
の
機
能
試
験
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て﹇
発
電
機
出
力
約
1
0
0
％
へ
の
上
昇
開
始
に
つ
い
て
﹈公
表
�

保
安
院
　
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
原
子
力
施
設
に
関
す
る
調
査
・
対
策
委
員
会（
設

備
健
全
性
評
価
サ
ブ
Ｗ
Ｇ
）開
催
�

色
は
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※開催日時や場所は変更になる場合がありますので、�
　詳しくは事務局にお問い合わせ願います。�

会は公開公開で行われています。�
　傍聴　傍聴はお気軽気軽にお越し下さい。�
会は公開で行われています。�
　傍聴はお気軽にお越し下さい。�

■今後の「地域の会」定例会の開催案内■�
第75回定例会�
日時：�平成21年9月2日（水）午後7：00～�
場所：�柏崎原子力広報センター（研修室）�

第76回定例会�
日時：�平成21年10月7日（水）午後6：30～�
場所：�柏崎原子力広報センター（研修室）�

委員交代のお知らせ�
金子彰夫委員が５月２７日をもって委員を退任されました。�
後任として、三井田徳之助氏が５月２８日付けで委員に就任されました。�




